
日露隣接地域生態系保全協力プログラム関係の平成 25年度の活動 

 

平成 25 年 6 月 22 日(土) 15:00－17:00 北大地球科学研究院 2階大講堂 

シンポジウム「オホーツクの生態系とその保全」－海棲哺乳類と漁業の共存 

 ○基調講演 加藤秀弘（東京海洋大教授） 

「鯨類資源研究から見た日露共同調査の必要性と共同管理に向けて」 

    

平成 25 年７月～9月 

 北方四島専門家交流 (訪問) 詳細 別紙 1 

 ①国後島植生・動物分布調査 

②国後島リス類・コウモリ類調査 

③歯舞・色丹島鰭脚類調査 

④国後島ヒグマ調査 

 

平成 25 年７月 18 日～25 日 

 北方四島専門家交流(受入) 

  ○鰭脚類関係現地視察・講演会(21 日:釧路市内) （根室～厚岸～釧路～襟裳） 

 

平成 25 年 7 月 31 日～8月 11 日 

 シホテアリン国立自然保護区との交流事業 

 主催：知床財団、知床博物館、環境省 

来訪者: エレーナ・ピメノヴァ, Elena Pimenova 

（シホテアリン国立自然保護区所長、 植物研究者） 

         オリガ・アリフューリナ, Olga Arifulina 

（シホテアリン国立自然保護区・環境教育部門長） 

 

平成 25 年 10 月 7～8 日 

 第 3 回アムール・オホーツクコンソーシアム国際会議 

 於：ウラジオストク 

 

日時未定 

 日露隣接地域生態系保全協力プログラムの推進にかかる事業  
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